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―一九五八
岡本達明
　
水俣病は、二〇世紀における世界最大最悪の公害事件であり、縦軸と横軸とがある。縦
軸は加害と被害であり、加害者と被害者の相克である。横軸は病の社会面であり、被害者と社会とのあつれきなど、病に伴って生起していった社会事象である。これは、病自体と病の損害賠償の両面から生じた。水俣病事件の社会科学研究とは、一言でいえば、その縦軸と横軸および両者の相関を研究することである。　
このような事件の研究で重要なことは、加害者と被害者の相克や社会面 、いったい何
が起きどのように進展していったか、という事実の追究である。といっても 加害者がみる事実と被害者や民衆がみる事実は異 る。被害者や民衆が肉声で語る「水俣病の民衆史」として事件を記録し研究する点に、本書の特色がある。　
本書は横軸の研究対象として、水俣病が激発した水俣湾沿いの月
つきの
浦うら
、出
で
月づき
、湯
ゆ
堂ど
の三つ
の村を選ぶ。水俣病は当初奇病、伝染病とさ た。その恐怖は三つの村で最も鋭敏にあらわれ、他の村ではその社会事象を研究するこ はできない。患者数が多い故に、病の損害賠償が社会事象となった きも、この三つの村以上に研究対象として最適な はな 。事件発生後約半世紀を経 村は変質し終わりを迎える。ま 奇病患者は 湾を主漁場とした漁師とその家族を中心に発生したので、水俣湾も事件 舞台として研究対象 す　
事件の縦軸は構図的にいうと、加害者 側は、チッソ・主力銀行、行政（県・国） 、医
学であり、被害者 側は、患者・家族、漁民 支援市民団体である。発生源工場労働者は、大争議で労働組合は分裂、第一組合は苦闘の末被害者側に立ち、第二組合は加害者側の手先となった。縦軸は、水俣病闘争史 いいかえることができる。闘争は、人間の き方とは何か、企業とは何か、医学とは何か、国家とは何か、を抜本的に問う幅 深さを持ち日本資本主義の骨格をゆるがすものとなった。 だ その闘争もやがて落ち目になっていく　
水俣病についての既刊書は多数あるが村を調べた仕事はない。闘争史も部分的な仕事は
あるが全体を記述したもの ない。長年水俣病 研究してきた方でも 本書全六巻 初めて読んだという記述が数多く ると思う。成否 読者のご批判をあおぐ かないが、百年後に残る事件半世紀の記録 り得ることを目標 している。 お事件は依然として継続中である。
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